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生活の智恵シリーズ 日常生活の科学  
身近の真理 －その１ 

 
私達の日常生活で様々な行動をしていますが、全てに意味があり、本当の科学に基づいているのです。 

しかし、いつの間にかその意味が忘れられています。 
 

現代の科学は物質を見て姿,形という表面で理解するだけでその本質の理解を忘れているからです。 

昔の人の方が本当の科学を理解していました。 
 

日常の出来事の中に宇宙科学があり、それに従って合理的に行動しているのです。 

 

１．コップ 
 

これは何ですかとコップを示すと、全員それはコップです、と答えます。 

コップが割れると全員ガラスがあるから気をつけろ、といいます。 

コップはガラスが無ければ存在していません。 

しかし、割れたガラスに誰もコップとは言いません。 

コップの本質はガラスなのです。 

 

人間は外形の姿,形だけで物を判断し、その本質を見ようとはしないのです。 

見える物だけを科学の対象にし、 

見えないものは分析し計量できませんから、対象外としています。 

 
意識やエネルギー、酸素等は見えませんし、 

分析で出来ませんから、神秘として遠ざけてしまい、 

本当のことが解らなくなっているのです。 

 

物理学や化学が発達しましたが、これ以上の進歩はないのです。 

見える物は見えないエネルギーと質料（原子と電子）から成り立っていることを忘れています。 

 

見える物は見えないものの結果です。 

見えないものが原因であり、本質そのものなのです。 
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ペアでの     放射・吸引  循環運動を行っています。・・・イオン交換    

 

２．人間の器官・・・左右の二つのペアで存在している。 
 

目と耳、鼻の穴、手足は左右の二つのペアで存在しています。 

心臓も左右です。 

 

脳の左脳と右脳は何んの為にあるのでしょうか？ 
 

二つのペアで存在するのは循環の法則に基づいているからです。 

 

 
 

    

右目から光を放射し左目で反射光をキャッチしています。 

耳も右耳から音波を出し左耳でキャッチしています。 

 

左脳から情報を入れ、右脳から情報を発信しています。 

口はＩＮ、肛門はＯＵＴの機能です。 

 
 

   左側は ― ＩＮ 、受け取り、受信、陰極                 
 

   右側は ― ＯＵＴ、送信  、放射、陽極    
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３．手の働き 
 

お地蔵さんや釈迦如来の手は右手を上げ、左手は垂平にしています。右手の放射,陽極（Ｎ極）からの

放射、左手の陰極は吸引で受取りで、合わせて円の循環運動です。 
 

右手（陽極）は放射、送信ですから、人に物をあげる手、 

左手は陰極で受取りですから人から物をもらう手です。 

食べ物を食べる手は右手（陽）、お尻を拭く手は左手の陰極です。 

人を治療する手当は右手（エネルギーの放射）で相手の左側（吸引）へエネルギーを流します。 

 

 
 

 

４. 祈りの手形は世界共通 
 

右手は陽極で左手は陰極ですから手を合わせると陽と陰のバランスで手の間は中性となります。 

宇宙はもと一の完全バランス、中性の状態となっていますから、神は中性の存在となります。 

両手を合わせると真ん中は中性ですから、神の状態となります。 

祈りの形は中性の状態にすることです。 
 

神はありてあるもの全ての全て、宇宙にありてあるものは無限大のエネルギーと質料です。 

エネルギーと質料は完全バランスの状態で存在していますから、 

エネルギーと質料とそこに働く法則が神なのです。 

宗教が勝手に神を創り出したのです。 

神は科学そのものなのです。 
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５．脳の働き 
 

左脳は陰極で受信、情報のインプットの働きです。右脳は陽極で送信の働きです。 

現代人はインターネットに見られるように情報を受け取り詰め込むだけ、 

発信することをしませんから、左脳と右脳の循環がアンバランスになります。 

 

 
 

これが偏頭痛の原因となります。詰め入れだけの状態が進むと陰気になり、 

自分の考えを出さなくなります。目も充血し、ノイローゼとなり、気が狂うことになります。 

表現する場がないと発揮する、はき出すことが出来ませんから、発信力、表現力のない人になります。 
 

脳で物を考えているのか ― 若い人はギリシアでも中国でもハートで考えていると考えていました。 

 

脳は宇宙の知恵を左脳で受け取り、心臓の後の魂まで情報を出し、 

その OUT-PUTは右脳に伝達され、右脳から情報を発信しています。 

ハートセンター、ハートに神宿るですから物を考えるのはハート,魂で、 

脳は情報の IN,OUTの機能です。 
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６．拍手 
 

 講演会や演奏会の始めと終りに人々は拍手をします。 

何故拍手をするのでしょうか。 

人間は酸素（Ｏ２）を吸収し、二酸化炭素（ＣＯ２）を排出します。 

ＣＯ２は陽イオンそのもので、これが多くなると酸素不足となり、体調を崩します。 

 

 
 

中性の状態に戻す為には空気を中性にする必要があります。 

その為には陽イオンをマイナスイオンを使って中和しなければなりません。 

 

人間の肉体は原子と電子から形成されていますが、物質は電子から出来ています。 

電子はマイナス極です。 

手をたたくと痛みを感じます。 

痛いと言うことは肉体の電子が飛び散っているからです。 
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飛び散ったマイナスイオンの電子によって空気中の陽イオンを中和することが、 

拍手の目的なのです。 

 

これが地場清めなのです。 

話の終わりには排気によるＣＯ２がタマっていますから、 

盛大な拍手により大量のマイナスイオンで地場を清める必要があるのです。 

神社のかしわ手は地場を中性にし、マイナスイオンで陽イオンを中和し、 

地場を清めることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

７．一番風呂は何故疲れるのか 
 

 水道水には塩素という陽イオンが含まれています。 

肉体は電子が圧倒的に原子よりも多く、マイナスイオンです。 

 

風呂の中でマイナスイオンは陽イオンと結合して、水を中和の状態に戻す働きがあります。 

すると肉体の電子が一時的に奪われるので疲れるのです。 

 

 
 

自然界は常に陽イオンとマイナスイオンがその場を中性にしようと働きますから、 

多いものが奪われて中性になるのです。 

 

 

 

 

８．水子と赤ちゃんの違い 
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 お母さんの羊水にいる胎児は息をしていません。・・・生きていないのです。 

 酸素と栄養はヘソの緒からもらっていません。 

これを水子と呼んでいます。 

水子のまま出産すると死産児となります。 

 死産児と生きて生まれる赤ちゃんはどこが違うのでしょうか。 

 
 

 胎児は羊水という水で 10月 10日で肉体は育ちます。 

出産で、水という闇の世界から外の光と空気の世界へ出てきた時、 

オギャーと泣くか泣かないかで水子か否かが決まります。 

 

 赤ちゃんが生きて生まれるのは、水子の肉体に生命が宿ると、 

その生命エネルギーによって赤ちゃんは泣き、息をし、動くからです。 

その生命エネルギーを魂とも呼んでいます。 

 

肉体に生命エネルギーが宿ることが誕生で、 

肉体から生命エネルギーが抜け出ることが死です。 

 

 昔の人はその事を知っていましたから、 

赤ちゃんの名前付けのことを命名といっています。 

命という生命が主体ですから、命に名付けるのです。 

 
 死体は動かず、しゃべらず、考えず、物を見ずです。 

死人に口なし。 

 見て、聞いて、しゃべって、考えて、動かしているのは生命エネルギーなのですが、 

現代人はこの命を忘れ無視しています。 

 

 生命を理解しないで生命工学とか、人を治療しています。 

まさにトンチンカンな状態になっているのが現代科学です。 

 

 生命エネルギーは物質ではないので、 

見ることも触ることも出来ませんから無視されています。 

 

 生命を魂ともいいます。 
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心臓の後ろに位置しています。 

心臓の正しい呼び方はこころの蔵です。 

解剖しても見えませんから医学は生命を軽視しているのです。 

 

 

９．日本語の文字の意味が正しい言葉の代表 
  

 （１）運命   ・・・ 命はものを考えます。 

想念は実現の母といいます。 

心が想っている通りのことがその人の運命を決めますから、 

命が運を決める―― 運命、命が人生を運ぶのです。 

 

 
     

 

 

 （２）病気   ・・・ 病いは不足、気はエネルギーのこと。 

             エネルギー＝生命エネルギーが不足する状態が病気です。 

だから病いは気から、といいます。 

             人間はエネルギーと質料から成り立っていますが、 

質料である肉体の存在しか人は認めませんから、 

エネルギーがないことになり、病気になるのです。 

 
 

 （３）裏切   ・・・ 現代人は物質という目に見える物が実在していると錯覚しています。 

             熱力学の第一法則はエネルギー不滅の法則、 

第二法則は物質にはエントロピーの法則が働いて消えてなくなるもの。 

 
             物質には始めと終り（誕生と死）がありますが、 

見えないもの、エネルギーは不死不滅な存在です。 

 

             見えないものが原因で見えるものは結果、 
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人が見えない原因の次元を無視していることを裏切といいます。 

 

 

 （４）自縛   ・・・ 人間は自分の考えは自分で決める。 

人は自分の考えが一番正しいと想っています。 

 
             自然の法則を知らない人は 

自分の個有の考えで自分の行動を方向づけしてしまう、 

このことを自縛、自縄自縛といいます。 

 
 

             自らの考えを自分で糺（ただ）さない限り、 

自分を修正することは出来ないのです。 

 

 

 

 

 

 （５）如来   ・・・ 宇宙には無限の宇宙エネルギーが実存しており、 

光そのもののエネルギーです。 

             無限のエネルギーの存在を認め、 

心が不動心の人は無限の光エネルギーを入れることが出来ます。 

 

 
             このことを光がかくの如く来る―― 如来といいます。 

 

 

 

 

 

 （６）千手観音 ・・・ 光は人々を癒します。 

光は 360度放射しますから、 

これを千本の手と表現したのです。 
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             千手観音は無限の光の宇宙エネルギーを放射し, 

人々を癒す、という意味です。 

             

 薬師如来もこれと同じ意味です。 

 

 

 

 （７）人    ・・・ 人の  は男を表し、  は女を表し、 

女が男を支えてペアになって初めて人となります。 

 
             宇宙と自然はペアの対のバランスで成り立っています。 

 

人は陰と陽のペアで初めて一人前となるということです。 
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↓ この映像は、箱根ハーブガーデン 自社の薬草・ハーブガーデンです！ 
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アースファミリーJAPAN合同会社 無店舗販売 

電話/FAX :０４６６－７６－５８１１  

月曜日～金曜日 10:00～5：00  

ホームページ http://chikyukazoku2020.org/ 
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★ゼロ磁場 クラスター微細化 溶存酸素増加  愛の水に 
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★厄除け、招福、魔除け、悪魔祓い、神秘的パワー 
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★ここにしかない本たちです！ 本屋さんにはない本が多いです。（ヒカルランド出版を除く。） 
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アースファミリーJAPAN合同会社 無店舗販売 

電話/FAX :０４６６－７６－５８１１  

月曜日～金曜日 10:00～5：00  

ホームページ http://chikyukazoku2020.org/ 
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★ ↓ 下の映像は、月桃・プロポリスの微生物 顕微鏡で見た映像です！  

↓ ウルトラプレミアム醗酵液などに入っています。

 


